
令和 6 年度 グループホームはなみずき 外部評価結果（公表用） 

項 目 内    容 

自己評価実施日 6 月～10 月 

外部評価日 令和 6 年 12 月 19 日「自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール」 

令和 7 年 2 月 20 日「目標達成計画」 

実施方法 

グループホームはなみずき運営推進会議 

「自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール」 

「目標達成計画」 

外部評価者 

北浦地区自治会⾧、伯方地区連合老人クラブ会⾧、伯方地区民生児童委員協議会

会⾧、今治市伯方支所保健師、グループホームはなみずき家族会会⾧ 指定居宅

介護支援事業所あすなろ管理者、グループホームはなみずき管理者等  計 11 名 

開示状況 

利用者及びその家族へ送付 

今治市に提出 

施設内に掲示 （法人ホームページに掲載予定） 



（別紙２の２） 
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自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール 

№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 運営推進会議で話しあった内容 外部評価 記述 

Ⅰ.理念・安心と安全に基づく運営         

1 理念の共有と実践  

地域密着型サービスの意義をふまえた

事業所理念をつくり、管理者と職員は、そ

の理念を共有して実践につなげている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 グループホームはなみずきの理念

はパンフレットや各フロアーの良く見え

る所に掲示し、利用者も見れるようし

ている。 

    

 新型コロナ禍で社会全体の慣習が

一変し、人口減少による外国人実習

生への依存が顕著化しています。今

後も理念の実践のため、利用者・家

族・地域との絆を大切にします。 

2 
事業所と地域との

つきあい 

事業所は、利用者が地域とつながりなが

ら暮らし続けられるよう、認知症の人の

理解や支援の方法などを共有し、事業所

自体が地域の一員として日常的に交流し

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者及び職員は地域一員として

毎年、春市や虫送りに参加していまし

た。（コロナ禍後の面会、外出は法人

全体で制限している。）昨年から子供

と大人神輿 2 台が来てくれました。 

  

交流の制限はしかたないが、少し

制限を緩くしてほしい。感染対策行っ

た上での面会が出来るように、少しず

つでも地域との交流が再開できる。

秋祭りの際に、地域の催しが来てくれ

参加出来て良かったと思います。 

  

 

 法人全体で面会制限中ですが、法

事など家族の希望が強い場合は 3 密を

避け 3～7 日間の居室対応で、外出の

許可を出している。残念ながら毎年の

様に職員から利用者数人に感染し

ています。その度に 1～3 週間位は

職員が完全防備で居室にて隔離治

療しています。希望者にタブレット端

末によるテレビ電話で様子を伝えて

います。 

3 
運営推進会議を活

かした取り組み 

運営推進会議では、利用者やサービス

の実際、評価への取り組み状況等につ

いて報告や話し合いを行い、そこでの意

見をサービス向上に活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

2 か月に一回地区の自治会長・民

生委員会長・老人クラブ連合会長・市

保健師さん等を招き開催している。毎

月の活動内容や事故報告などしてサ

ービスの向上を図っている。（コロナ禍

は書面郵送し意見聴取あり。 

 定期報告資料を作成し丁寧な報告

をされています。丁寧な説明で分かり

やすい。十分に出来ていると思いま

す。 

 

 現在も面会制限がある中、公共集

会所で 2 か月毎に町内の各代表に

各フロアーの様子を冊子まとめ 報

告し意見を求めています。（コロナ禍

は利用者家族全員に資料や結果を

送付した） 

4 市町村との連携 

市町村担当者と日頃から連絡を密に取

り、事業所の実情やケアサービスの取り

組みを積極的に伝えながら、協力関係を

築くように取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 地域包括支援センターの研修会に

は毎回参加し、開設 2 年目法人全体

で認知症サポーター研修を、昨年も高

齢者虐待研修を受けました。処遇困

難事例の受け入れ等もありました。福

祉避難所に指定されました。 

  

市町村、包括支援センター等との

連携は不可欠です。市町村との連携

が取れているようで、体制は整ってい

ると思います。 

  

 

 地域介護の中心窓口として、福祉

避難所指定や認知症ｻﾎﾟｰﾀや各種

研修の提供の場として、市や包括支

援センターと協力関係がとれてい

る。 

5 
身体拘束をしない

ケアの実践 

代表者および全ての職員が「介護保険

法指定基準における禁止の対象となる

具体的な行為」を正しく理解しており、玄

関の施錠を含めて身体拘束をしないケア

に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

法人内の身体拘束委員会もあり、何

度も研修を受け、何が拘束に当たる

かほぼ理解している。スタッフ会でも

定期的に取り上げ、人権侵害のない

ケアを目指しています。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

年 4 回の研修をしています。何が

身体拘束になるか、利用者へ重大

な危険を避けるため、3 要件を満た

せば家族の同意をえて実施される。 



- 2 - 
 

6 虐待の防止の徹底 

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連

法について学ぶ機会を持ち、利用者の自

宅や事業所内での虐待が見過ごされる

ことがないよう注意を払い、防止に努め

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 令和 6 年度よりの高齢者虐待防止

措置の義務化に伴い、委員会の設置

や指針の策定や年 4 回の研修してい

る。残念ながら一部不適切な声掛け

や原因不明な打撲や皮膚剥離の発生

かある。不適切なケアから虐待の発

生を防ぐ研修や手段を検討します。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者・家族さんからの苦情によ

り。 残念ながら暴言事例が発生し

ました。虐待に繋がる不適切なケア

に何が当たるか、再度研修内容を

検討し直し再発の防止に努めます。 

7 
権利擁護に関する

制度の理解と活用 

管理者や職員は、日常生活自立支援事

業や成年後見制度について学ぶ機会を

持ち、個々の必要性を関係者と話し合

い、それらを活用できるよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

職員や入居者やその身元引受人に任

意後見人になっている方が複数人い

る。そのため、スタッフ会で地域包括

支援センターで作っている資料を使っ

て権利擁護等の研修している。 

    

 成年後見・任意後見や補助・補佐・

後見について、それぞれの裁判所・

司法書士・家族・監督人の役割につ

いて毎年スタッフ会で学習している。 

8 
契約に関する説明

と納得 

契約の締結、解約また改定等の際は、利

用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、

十分な説明を行い理解・納得を図ってい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 介護報酬の改定があれば、その都

度運営推進会議に諮り、入居者家族

に重要事項等の変更部分の説明をし

た後に、同意を頂いている。 

    

 介護報酬や加算の改定時には、

事前に利用者家族に説明し、文書

にて同意書を頂きます。 

9 

運営に関する利用

者、家族等意見の

反映 

利用者や家族等が意見、要望を管理者

や職員ならびに外部者へ表せる機会を

設け、それらを運営に反映させている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 コロナ禍の面会制限が起きたが、そ

の対策に国の補助制度前に法人で 3

台のタブレット端末を購入しリモート面

会を始めました。2 月毎の運営指針会

議の資料を家族にも送付し意見を頂

いていました。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 2 か月毎の運営推進会議兼家族

会の出欠及びその他意見聴取を毎

回全家族に送付しています。月刊あ

すなろ便りを毎月の請求時に同封し

ております。 

10 
運営に関する職員

意見の反映 

代表者や管理者は、運営に関する職員

の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ

せている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 毎月のスッタフ会等で出た様々な意

見を選考し、 修繕や物の購入等につ

いては代表者へ、職員の高齢化によ

る業務の改善は各部署で、職員不足

は法人で協議している。 

      

11 就業環境の整備 

代表者は、管理者や職員個々の努力や

実績、勤務状況を把握し、給与水準、労

働時間、やりがいなど、各自が向上心を

持って働けるよう職場環境・条件の整備

に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

常に各職員の家庭事情や再雇用者に

配慮し、勤務を変更し対応している。 

国の方針に添い各種加算や手当は遅

滞なく実施している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  毎月のスタッフ会やアンケートな

どで職員の意見を求めています。重

要な意見は理事者の方に挙げてい

ます。 

12 
職員を育てる取り

組み 

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケ

アの実際と力量を把握し、法人内外の研

修を受ける機会の確保や、働きながらト

レーニングしていくことを進めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 新人には熟練職員が付き添い、チェ

ックシートを使用し概ね 3 月指導す

る。新規資格取得者には基本給の見

直しがされる。市が開催する研修会に

は積極的に参加している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 5 年目を迎える、外国人実習生の

受け入れに於いては、資格取得や

買い物、通院等の生活全般に協力

支援しています。 
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13 
同業者との交流を

通じた向上 

代表者は、管理者や職員が同業者と交

流する機会を作り、ネットワークづくりや

勉強会、相互訪問等の活動を通じて、サ

ービスの質を向上させていく取り組みをし

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 コロナ禍前は今治市グループホーム

協議会に加入し、2 か月毎の各種職

員研修に適宜参加していた。コロナ禍

後は開催中止となっている。 

      

14 
本人と共に過ごし

支えあう関係 

職員は、本人を介護される一方の立場に

おかず、暮らしを共にする者同士の関係

を築いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 平均年齢 90 歳で車椅子の方が半

数以上となり、それぞれの日々の思い

に傾聴し、表情や言葉の変化に気付

けるよう努める。利用者の出来ること

の把握に努め得意な事をして頂くが、

コロナ禍で制限されている。 

      

15 
馴染みの人や場と

の関係継続の支援 

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの

人や場所との関係が途切れないよう、支

援に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

外出制限で希望者に窓越し面会や

タブレット端末によるテレビ電話を、外

出は車外に出ない車窓ドライブをして

いる。コロナ禍前は法人による月祭り

や虫送り、春市、秋祭り等沢山の行事

に参加していたが、中止としている。 

 感染対策として、出来る範囲の対応

と思います。 屋外であれば制限緩

和してもいいのでは？今後、感染に

留意し地域行事に参加できるように

なると良いですね。  

 

 感染の動向を注視し母体の医師

により、現在も法人全体で原則は面

会や外出制限されています。家族の

希望により 3 密を避け 3～7 日間の

居室対応で外出許可しています。 

Ⅱ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント         

16 思いや意向の把握 

一人ひとりの思いや暮らし方、生活環境、

一日の過ごし方の希望や意向の把握に努

めている。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入所時に生立ちや趣味や生活状態等

を調査したらしさシートを作成し、職員

が必要に応じ見ている。コロナ 5 類移

行後は、法事など家族等の希望が強

い場合は 3 密を避け 3～7 日間の居

室対応で、外出の許可を出している。 

      

17 

チームでつくる介

護計画とモニタリン

グ 

本人がより良く暮らすための課題とケアの

あり方について、本人、家族、必要な関係

者と話し合い、それぞれの意見やアイディ

アを反映し、現状に即した介護計画を作成

している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 毎月のスタッフ会で 3 ｹ月毎のモニ

タリングと 6 ｹ月毎に必要に応じてプ

ランの変更を、家族や医師等多職種

の意見を得て、その度に家族に同意

を得ている。 

 家族・医師・薬剤師などの多職種の

参加と意見を求めており、よく出来て

いると思います。今後も毎月のスッタ

フ会で変更の必要性等の継続をお願

いしたい。   

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 毎月のスタッフ会で、変更が必要

か検討しています。必要に応じ計画

は変更されます。変更には家族さん

の同意を得ています。 

18 
個別の記録と実践

への反映 

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや

工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を

共有しながら実践や介護計画の見直しに

活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 日々の個別ケア記録は、生の本人

の言動を中心に気付を記すよう努め

ている。毎日の申送り表にて、服薬変

更や重要なケアが確認できるようして

いる。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 申送りには、バイタル・食事水分・

排泄を中心に、特に気になる言動等

があれば家族に連絡相談し介護に

臨んでいます。 
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19 

一人ひとりを支え

るための事業所の

多機能化 

本人や家族の状況、その時々に生まれる

ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ

れない、柔軟な支援やサービスの多機能

化に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 全家族の市外在住者が 7 名おら

れ、給付金・介護保険事務など行政

手続・預り金で買い物・通院介助等を

代行している。 

 利用者の各々の状況に応じ、必要

な支援がおこなわれているようで、家

族は安心ですね。 

今後も収支の透明化をし、よろしくお

願いします。  

  

 今後もご家族の要望があれば、可

能な範囲内で出来ることは、お手伝

いします。 

20 地域資源との協働 

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源

を把握し、本人が心身の力を発揮しながら

安全で豊かな暮らしを楽しむことができるよ

う支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

コロナ禍前はギターの生演奏によ

る歌やボランティア団体による踊りや

人形劇をしてたが、中止としている。

車外に出ない車窓ドライブをしてい

る。昨年から大人や子供神輿 2 台が

玄関前に来てくれ皆さん大変喜ばれ

ました。新たな地域資源を発掘しなけ

ればならない。 

 各種団体は活動を再開しつつあり

ます。少しでも楽しみが増えるよう願

っています。 

今後、早く地域資源が使えるようにな

ればいいですね。 

また新たな地位資源の把握や協働

の方法など見直しが必要だと思いま

す。 

 

  コロナ禍後の各種団体の動向を

把握できてない。面会等制限の緩和

に向けて、依然の各種団体との協働

が再開可能か問い合わせ及び新た

な地域資源の発掘に努めます。 

21 
かかりつけ医の受

診支援 

受診は、本人及び家族等の希望を大切に

し、納得が得られたかかりつけ医と事業所

の関係を築きながら、適切な医療を受けら

れるように支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

家族の希望をかかりつけ医にお伝

えする関係は築けている。異変あれ

ば看護師から主治医に報告し受診を

検討する。受診の際は家族に連絡し、

結果も詳しく家族に報告する。 

      

22 
入退院時の医療機

関との協働 

利用者が入院した際、安心して治療できる

ように、また、できるだけ早期に退院できる

ように、病院関係者との情報交換や相談に

努めている。あるいは、そうした場合に備え

て病院関係者との関係づくりを行っている。 

 
 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入院の際には必ず職員が同行し、

サマリー持参し、退院時も家族との同

行に努めている。市内の 2 病院の地

域連携室とは電話相談できるようなっ

ている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  認知症の方は病院での処遇が難

しく、その為にサマリーを詳しく記入

しています。 

23 

重度化や終末期に

向けた方針の共有

と支援 

重度化した場合や終末期のあり方につい

て、早い段階から本人・家族等と話し合い

を行い、事業所でできることを十分に説明

しながら方針を共有し、地域の関係者と共

にチームで支援に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 開設 7 年間に家族の強い希望で 11

名（退所者 52％）の看取りをさせて頂

きました。これには法人内の他部所の

医師や看護師等の手厚い応援による

チームケアで実現しました。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

コロナ禍には病院では親の死に目

に会えないと、ご家族の強い要望で

看取り希望が倍増した。今後も医療

連携を密にし、面会や外出の規制

緩和を図りたい。 

24 
急変や事故発生時

の備え 

利用者の急変や事故発生時に備えて、全

ての職員は応急手当や初期対応の訓練を

定期的に行い、実践力を身に付けている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 熟練職員には実践力があるが、若

手の職員は研修での訓練経験はいく

らかあるが、いざという時に実践でき

るか不安がある。定期的に訓練を行う

必要がある。 

      

25 災害対策 

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を

問わず利用者が避難できる方法を全職員

が身につけるとともに、地域との協力体制

を築いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 グループ全体で非常災害・防災

対策マニアルや要配慮者利用施

設の避難確保計画を策定してい

る。火災避難訓練は毎年 2 回実

 災害発生時に、直ぐに行動に移せ

るように、想定した避難等の訓練を行

う必要があります。出来ることから少

しずつ施設内、地域と体制を築けると

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 非常災害対策では震度 6 強の地

震と最大 4.7ｍの高潮被害が想定さ

れています。ＧＨは海抜 4.6ｍで 10Ｃ

ｍの浸水が想定されます。地震時は
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施している。高台にあり耐震化建

物で非難は想定しにくい。（避難す

る方がリスクが大きい） 

よい。日々動けるように訓練する事が

大切です。  

耐震化建物で躯体に重大な損傷あ

る場合は、老健あすなろや神社に避

難をする。避難訓練を計画検討しま

す。 

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援          

26 

一人ひとりの尊重

とプライバシーの

確保 

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ

バシーを損ねない言葉かけや対応をして

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 優しい声掛けを心掛けているが、

度重なるとつい忘れて大きな声が

出る。人権や尊厳等スタッフ会等

で研修しているが、すべての人が

実践で居ているとは思えない。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  利用者・家族さんからの苦情によ

り。 残念ながら暴言事例が発生し

ました。虐待に繋がる不適切なケア

に何が当たるか、再度研修内容を

検討し直し、再発を防ぐよう努めま

す。 

27 
日々のその人らし

い暮らし 

職員側の決まりや都合を優先するので

はなく、一人ひとりの日常生活における

希望や意向、暮らしのペースを大切に

し、その日をどのように過ごしたいか、希

望にそって支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 職員は各々のペースを把握してお

り、個人の意向や体調を考慮し、食事

を居室でしたり、入浴を変更したりの

対応しております。 

      

28 
食事を楽しむこと

のできる支援 

食事が楽しみなものになるよう、一人ひと

りの好みや力を活かしながら、利用者と

職員が一緒に準備や食事、片付けをして

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 献立の説明や感想を尋ね、楽しい食

卓になるようしている。個々の能力に

応じ、食事の注ぎ分け等職員と一緒

にしてもらっている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

平均年齢 90 歳で出来ない事が

多くなっている。柿の皮むき等出

来ることをしてもらっている。 

29 
栄養摂取や水分確

保の支援 

食べる量や栄養バランス、水分量が一日

を通じて確保できるよう、一人ひとりの状

態や力、習慣に応じた支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 個々の利用者の病状に応じて、食

事や水分の摂取量を看護師等に相談

し記録している。 

    

 心不全等の重度の利用者の状態

に応じ、日々の体重や食事・水分量

を記録し申送りしている。 

30 口腔内の清潔保持 

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎

食後、一人ひとりの口腔状態や本人の力

に応じた口腔ケアをしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入居者全員の口腔内の状態を歯科

衛生士により把握し、注意点を担当者

に伝え、歯磨き対応している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない  

 必要に応じ、歯科衛生士による、

口腔内チェックや義歯清掃状況チェ

ックを受け、担当職員に留意点を伝

えている。 

31 排泄の自立支援 

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一

人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を

活かして、トイレでの排泄や排泄の自立

にむけた支援、便秘の予防等、個々に応

じた予防に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入居者全員の日々の排泄パターン

を把握し、必要に応じトイレ誘導して

いる。便秘がちな方は、散歩や乳製品

を多めに摂取していただく。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない  

  排便チェック表により利用者の排

便パターンを把握し、便秘３〜4 日で

看護師に連絡しています。 
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32 
入浴を楽しむこと

ができる支援 

一人ひとりの希望やタイミングに合わせ

て入浴を楽しめるように、職員の都合で

曜日や時間帯を決めてしまわずに、個々

にそった支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

一応入浴日は週 3 回に決めてお

り、個々の健康状態等にて時間を変

更する。自分のペースでゆっくりと入

浴してもらっている。 

      

33 安眠や休息の支援 

一人ひとりの生活習慣やその時々の状

況に応じて、休息したり、安心して気持ち

よく眠れるよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

平均年齢 90 歳であるため、年齢や体

力・体調に応じ、仮眠やゲーム、散歩

などにお誘いしている。  

      

34 服薬支援 

一人ひとりが使用している薬の目的や副

作用、用法や用量について理解してお

り、服薬の支援と症状の変化の確認に努

めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者毎のお薬ファイルが用意され、

変化があれば看護師を通じて医師よ

り内服変更が行われると、内容を申送

りされる。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  毎月のカンファレンスには薬剤師

の出席もあり、看護師による新処方

薬や残薬チェックされている。 

35 
役割、楽しみごと

の支援 

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ

うに、一人ひとりの生活歴や力を活かし

た役割、嗜好品、楽しみごと、気分転換

等の支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 平均年齢 90 歳で畑や花壇の出来

ていたことが少なくなった。やりたい事

や出来ることを探してやってもらってい

る。ゲームや車窓ドライブや四季のオ

ブジェ作りをしています。面会や外出

が制限されているため、十分でない。 

 外出制限される中、出来ることを探

してやっている、今後も沢山やれるこ

とを創造してもらいたい。 

高齢化で活動内容にも限界があり

ます。利用者に合ったささやかな支援

でよい。 

年齢的・季節的・意欲が起こりにく

いと思います。 

少しでも外出の機会が増えるよう願

います。 

 
現在も法人全体で原則は面会や

外出制限されています。制限解除に

向けて、新鮮な空気を吸える、敷地

内日向ぼっこや散歩を計画したいと

思います。3 密を避けたドライブ等を

計画したい。インフルエンザや新型

コロナの感染状況を見定め、医師の

助言を併せて外出や面会の規制を

緩和を図ります。 

36 日常的な外出支援 

一人ひとりのその日の希望にそって、戸

外に出かけられるよう支援に努めてい

る。また、普段は行けないような場所で

も、本人の希望を把握し、家族や地域の

人々と協力しながら出かけられるように

支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 コロナ 5 類移行後も外出や面会が

制限されている。法事など家族等の希

望が強い場合は 3 密を避け 3～7 日

間の居室対応で、外出の許可してい

る。希望者に、誰とも接触しない車窓

ドライブでバラや風景を見学に出てい

る。 

 出来る範囲で現状に応じた対応が

出来ていると思います。 

最大限努力されていると思います。 

 

37 
お金の所持や使う

ことの支援 

職員は、本人がお金を持つことの大切さ

を理解しており、一人ひとりの希望や力

に応じて、お金を所持したり使えるように

支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 数人が自分で少額なお金を管理し

ている。法人全体がコロナ対策継続

中で外出や面会が制限されている。

職員が買い物支援を行っている。 
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38 電話や手紙の支援 

家族や大切な人に本人自らが電話をし

たり、手紙のやり取りができるように支援

をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 希望があれば、電話やライン通話が

できるようにしている。希望者には葉

書や手紙を書いてもらって、お送りし

ている。 

      

39 
居心地のよい共用

空間づくり 

建物内部は一人ひとりの身体機能や残

る力を活かして、安全かつできるだけ自

立した生活が送れるよう工夫されてい

る。共用の空間が、利用者にとって不快

や混乱をまねくような刺激がないように

配慮し、生活感や季節感を採り入れて、

一人ひとりが居心地よく過ごせるような工

夫をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入居者個々の移動の状態を把握

し、バリアフリーとして車椅子等の方

は動線上に物を置かない、杖の方は

ソファーや椅子で伝い歩き出来るよう

にしている。気性の合わない方は適

宜席替えしている。四季の壁面作りで

季節を感じてもらっている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 サービス付き高齢者向け住宅の規

格を採用し、居室も廊下も広くバリア

フリーで要所にソファーがあり中庭

の花木を眺められ季節を感じてもら

える。 

Ⅳ．本人暮らしの状況把握・確認項目（利用者一人ひとりの確認項目）         

40 

本人主体の暮ら

し 

本人は、自分の思い、願い、日々の

暮らし方の意向に沿った暮らしができ

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

法人全体で外食や外泊が制限されて

いる。希望者にはライン電話していま

す。 帰宅願望を訴える時は、家族と

の会話や実家を見学する等して、気

分の転嫁を図っている。 

    

 インフルエンザや新型コロナの感

染状況を見定め、医師の助言を併

せて外出や面会の規制を緩和を図

ります。 

41 

本人は、自分の生活歴や友人関係、

暮らしの習慣、特徴など様々な情報

をもとに、ケア・支援を受けることがで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入所時に家族から聴取した「らしさシ

ート」や、毎年専属の担当者を決め、

その人となりを把握し、日々の生活の

支援に努めている。 

      

42 

本人は、自分の健康面・医療面・安

全面・環境面について、日々の状況

をもとに、ケア・支援を受けることがで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 日々の健康を把握し変化があれば、

家族や医師や看護師と連携し、安全・

快適に暮らせるよう努めている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 変化があればご家族にその旨お伝

えし、医師や看護師に相談・受診等

してその結果をご家族に報告してい

ます。 

43 

生活の継続性 

本人は、自分のペースで、これまで

の暮らしの習慣にあった生活ができ

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 平均年齢 90 歳と高齢化が進み、花

壇や菜園の世話ができなくなった。仮

眠やおしゃべり・塗り絵など各自のペ

ースで生活されている。 

      

44 

本人は、自分のなじみのものや、大

切にしているものを、身近（自室等）

に持つことができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 壁芯で 5.5 ㎡と広い居室で自宅で

の生活と相違なく、慣れ親しんだ家具

やベット・仏壇や位牌を持ち込み生活

されている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない  

  基準の 4 倍以上居室面積があ

り、ミシンや数々の家具や仏壇を持

ち込まれています。 
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45 

本人は、自分の意向、希望によって、

戸外に出かけることや、催（祭）事に

参加することができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 残念ながら未だに新型コロナ感

染が散発しており、自由に外出で

きません。昨年より神輿が来てくれ

るようになりました。 

入所後のコロナ制限により、一度

も入室していない。制限緩和の可能

性ありますか。感染防止優先の制

限内容は今のままでよいか？ 

外出しなくても、施設内で催（祭）

物を行うなどして、体験できるので

はないでしょうか。  

  

 施設内での職員等による催し物や

軽運動の充実を図ります。インフル

エンザや新型コロナの感染状況を見

定め、医師の助言を併せて外出や

面会の規制を緩和を図ります。 

46 

本人が持つ力の

活用 

本人は、自分ができること・できない

こと、わかること・わからないことを踏

まえた、役割や、楽しみごとを行うこと

ができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 高齢化に伴い認知症も重度化し

ている。職員は一人ひとりの変化

を共有して、少しでも楽しく過ごせ

るよう新しい役割を見つけるよう努

めている。  

    

 高齢化がすすみ、車いす使用者や

耳の遠い方が多く、認知症も相まっ

て菜園や花壇の手入れなど出来る

事が少なくなった。出来る方には使

い慣れたミシンを使ったり、ピアノを

弾いてもらう等昔から得意なことを

職員がリクエストする等している。 

   

47 

本人は、自分がいきいきと過ごす会

話のひと時や、活動場面を日々の暮

らしの中で得ることができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 同上であるが、午前と午後のティ

ータイムには、気の合った利用者

が談笑されている。レクはゲーム

や壁面づくりやドライブにお誘いし

ている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

48 

本人は、自分なりに近隣や地域の

人々と関わったり、交流することがで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  残念ながら未だに新型コロナ

感染が散発しており、法人全体で

窓越し面会の状態です。自由に近

所に外出できません。昨年より神

輿が来てくれるようになりました。 

 外出制限があるため、交流ができ

ないのが残念です。 

窓越し面会でも十分地域交流がで

きるのではないでしょか。 

  

 インフルエンザや新型コロナの感

染状況を見定め、医師の助言を併

せて外出や面会の規制を緩和を図

ります。 

49 総合 

本人は、この GH にいることで、職員

や地域の人々と親しみ、安心の

日々、よりよい日々をおくることがで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 残念ながら未だに新型コロナ感

染が散発しており、法人全体で自

由に外出せきません。ライン電話

や車窓ドライブで四季を感じてもら

うよう努めています。 

 早く外出制限が無くなるとよいで

すねー。 

外出できなくても、様々な方法で

地域とつながることが出来ていると

思います。活動報告の写真から利

用者皆さんに笑顔が見られるので、

心地よい暮らしをされていると思い

ます。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 開設からの経緯によるとグループ

ホームはなみずきを終の棲家とされ

る方が半数見込まれます。この息苦

しい面会制限を今後の糧として、職

員一同「その人に寄り添い、笑顔と

笑い声があふれる」グループホーム

はなみずを目指します。 

 



【目標達成計画】　

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目  標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容 目標達成状況（任意）

1 26

　ご利用者・ご家族からの苦情により、暴言を
吐いた事例が発生しました。ご利用者に不適切
な言葉遣いや大きな声が出た場合、お互いに
注意できるよう職員全員で不適切ケアの防止
に努める。

　ご利用者一人ひとりの人権を尊厳し、誇り
やプライバシーを損ねない言葉遣いや対応
をする。全職員は不適切な言動を見聞きし
た場合は、直ぐに注意しあえるチームケア
ができるようにする。

　全職員は不適切な言動を見聞きした場合は、
直ぐに注意し、管理者等に報告する。その経緯
や内容を調査し厳正に対処する。 不適切ケア該
当者の振り返りりシートを作成し報告する。

12 か月

2 6

　ご利用者に対する不適切ケアが常態化すると
虐待に繋がる恐れが多大にあります。お互いに
注意できるようチームケア環境をつくり虐待の
防止を図る。

　全職員が何が不適切ケア該当し、それを
防ぐことで虐待の未然化を図る。職場内の
研修やリモート研修を積極的に受講し、高
齢者虐待を未然に防ぐチームケア体制つく
りに努める。

　管理者や主任は不適切な言動を見聞きした場
合は、その経緯や影響を調査し厳正に対処す
る。     不適切ケア該当者は振り返りシートを作
成し報告する。

12 か月

3 36

　コロナ5類移行後も外出や面会が制限されてい
る。法事など家族等の希望が強い場合は3密を避
け3～7日間の居室対応で、外出を許可している。
希望者に、誰とも接触しない車窓ドライブでバラや
風景を見学に出ている。

  現在も法人全体で原則は面会や外出制限さ
れています。利用者や家族の希望に沿て、外
出や外食及び外泊が少しでも多くできるように
努めます。。

  現在も法人全体で原則は面会や外出制限され
て います。制限解除に向けて、新鮮な空気を吸
える、敷地内日向ぼっこや散歩を計画したいと思
います。3密を避けたドライブ等を計画したい。イ
ンフルエンザや新型コロナの感染状況を見定
め、医師の助言を併せて外出や面会の規制を緩
和に努めます。

12 か月

4 24

　利用者の急変や事故発生時に備え、応急手
当や初期対応の訓練がコロナ禍で十分でな
い。熟練職員には実践力があるが、若手の職
員は研修での訓練経験はいくらかあるが、いざ
という時に実践できるか不安がある。定期的に
訓練を行う必要がある。

　コロナ禍前はグループホーム協議会等で
定期的に訓練されていたが今は中止になっ
ている。

　法人全体で今治北消防署に相談して,消防
署による開催を検討する。

12 か月

5

注１）項目番号の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

　介護職として接遇・拘束・虐待など、
基本的な研修を再度行う。 職員は不
適切ケアを見聞きした場合は直ちに上
司に報告する。上司は報告を受けた内
容についてチーム全体で検証し改善
する。

目標達成に
要する期間

（別表第１の４）

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具体的な計画を記入し
ます。

事業所名  グループホームはなみずき

作成日：　　令和　7　年　2　月　20　日　目 標 達 成 計 画


